あかずきん 

シャ ルル . ぺロォ の 童話に 「赤頭巾」 という 名高い 

話が あります。 既に 御存じと は 思います が、 荒 筋 を 申 

上げます と、 赤い 頭巾 を かぶって いるので 赤頭巾と 呼 

ばれて いた 可 勢 い 少女が、 いつもの ように 森のお 婆 さ 

おおかみ 

んを 訪ねて 行く と、 狼が お婆さんに 化けて いて、 赤 

頭巾 をム シャム シャ 食べて しまった、 という 話で あり 

ます。 まったく、 ただ、 それだけの 話であります。 

童話と いう ものに は 大概 教訓、 モラル、 という もの 

が 有る ものです が、 この 童話に は、 それが 全く 欠けて 

おります。 それで、 その 意味から、 ァ モラルで あると 

いう ことで、 仏蘭西で は 甚だ 有名な 童話で あり、 そう 



持になる のでした。 逃げる にも、 逃げよう が ありませ 

ん。 それ は、 私達が それに 気付いた ときには、 どうし 

て も 組みし かれずに いられない 性質の ものであります _ 

宿命な どと いう ものよりも、 もっと 重たい 感じの する 

また 

のつ びきなら ぬ ものであります。 これ も 亦、 やっぱり 

我々 の 「ふるさと」 でしよう か。 

そこで 私 はこう 思わずに はいられ ぬのです。 つまり 

モラルがない、 とか、 突き放す、 という こと、 それ は 

文学と して 成立たない ように 思われる けれども、 我々 

の 生きる 道に はどうしても そのよう でなければ ならぬ 

gr があって、 そこで は、 モラルがない、 という こと 自 



るよう に 思われます。 

さて、 農民 作家 はこの 動かしが たい 「事実」 を 残し 

て、 芥 川の 書斎から 立 去った のです が、 この 客が 立 去 

ると、 彼 は 突然 突き放され たような 気がしました。 

たった 一人、 置き 残されて しまった ような 気がした の 

です。 彼 はふと、 二階へ 上り、 なぜ ともなく 門の 方 を 

見た そうです が、 もう、 農民 作家の 姿 は 見えなくて、 

初夏の 青葉が ギ ラギラ していた ばかり だとい う 話で あ 

リま， ^9 

この 手記と もっかぬ 原稿 は芥 川の 死後に 発見され た 

ものです。 



思います。 

ァ モラルな、 この 突き放した 物語 だけが 文学 だとい 

うのではありません。 否、 私 はむしろ、 このような 物 

語 を、 それほど 高く 評価し ません。 なぜなら、 ふるさ 

と は 我々 の ゆりかご では ある けれども、 大人の 仕事 は、 

決して ふるさとへ 帰る ことで はない から。 

だが、 この ふるさとの 意識 • 自覚の ない ところに 文 

学が あろうと は 思われない。 文学の モラル も、 その 社 

会 性 も、 この ふるさとの 上に 生育した もので なければ、 

私 は 決して 信用し ない。 そして、 文学の 批評 も。 私 は 

そのよう に S15 じています。 
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